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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、講演、講義、会議を対象に、言語間での文構造の違いを考慮して五月雨式に通訳する自動

音声同時通訳を始めとする音声翻訳の高度化を目的としている。 

これまで、音響処理・音声認識・機械翻訳・音声合成の分野においては、深層学習の枠組みを巧みに

取り込むことによって、重要な進展を見せるなど順調に進捗している。研究成果はトップレベルの論文

誌において多数の論文が公表されており、ダウンロード数・引用数なども多い。特に音声認識と翻訳に

関する分野では目覚ましい成果が上げられていることは評価できる。 

今後は、パラ言語・ビデオ／画像翻訳・脳活動などの音声・音以外のモダリティに関する研究の加速

とともに、当初目指していた産業財産権の取得に期待する。 


